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R01-946 茨戸事故（２００１．９．２１） 
 

Junior Women 2X accident in Barato 2001 

高校女子２×が，新人戦での待機中，突風により転覆し，１名

が溺れ，行方不明になった． 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

１ 新人戦と網走南ケ丘高校 

２００１年．９月２１日から道高校新人戦が，茨戸漕艇場で開催

された（道選手権と併催）．役員は全員，参加校の引率教諭等

で占められ，網走南ケ丘高は，Ｅ先生ら２名が引率，８艇・１８

名がエントリーした（棄権予定含む）．Ｅ先生は，大学で漕歴が

あり，公認Ｂ級コーチ資格も持っていた． 

Ａさんは１年生，入部後の腰痛で乗艇回数は他の部員より少

なかった．選手としては新人戦が初めてだった．水泳経験があ

り泳ぐことができた．兄も大学のボート選手だった． 

 

２ 新人戦と茨戸漕艇場，気象の背景 

北海道では，秋から冬に北西の季節風が吹き，秋の寒冷前線

通過時には，突風が吹く傾向がある．特に石狩平野は，石狩

湾両側の山地に挟まれる地形で風が収束，強い北西風となる

傾向がある．さらにコースの１５０～３００ｍ付近の通称「津軽

海峡」は，川幅が広がり，岸に樹木や建築物がなく，北西風で

吹走距離が長いと，波が高くなるエリアだった．その津軽海峡

南東水域が，待機・練習場所とされた．両先生とも，津軽海峡

付近が波のたちやすいことを十分認識していた． 

 

 

３ 気象情報，開会式～監督主将会議～要員配置 

前日の夕刊にはすでに寒冷前線の通過と強風，天気の崩れ

の予想，当日朝刊にも同様の悪天候の予想が載った．Ｅ先生

らは二人とも，朝のＴＶでそれを確認していた． 

漕艇場では，朝から北西の風，雨が降ったり止んだりした．事

故の高校ボート部は，２１日午前に到着，準備の後，ミーティン

グでスケジュール，体調，風や波の状況を確認，Ｅ先生は部員

に入念なウォームアップを指示した．１３：００－２８に開会式，

「寒冷前線の通過に伴い気象が不安定だから注意するように」

との説明があった．１３：１０，気象台は「これから今夜にかけ

て雷の発生する恐れ．突風や落雷に注意」と，石狩中部（コー

スのある地域）にも，「雷・強風注意報」を発表した．当日の札

幌の最高気温は１７．０℃，最低８．９℃だった． 

続いて監督主将会議が行われ，審判長が，「気温が低いので

ジャージを下に着てもよい」と述べ，いつもより入念に注意が

あった．運営側で実施可否は問題にならなかったが，参加高

の一部は，また（風ではなく）土砂降りの雨の中のレース実施

を懸念し棄権も考えていた． 

１４：１５，要員配置が完了．その頃，寒冷前線通過に伴う北西

風が吹き，時々強く雨も降った．救助艇は，大会本部前６００ｍ

付近に配置，Ｏ高の先生が運転要員として陸上待機した． 

 

４ 第１レース～第２レース 

Ｅ先生らは２名とも競技中，研修センター前の発艇場で，離着

岸を（自発的に）支援していた．１４：３０と１４：４５に男子１×の

予選がスタートした．横風はあるがレースに支障は無い程度

だった．第２レースのクルーが津軽海峡を通過した後白波が

立ち始め，近くにいたＪ先生は津軽海峡内の女子１×（２艇）に

「次のレースの後，戻ってこい」と大声で指示した． 

第３レースのスタートの頃，０～３００ｍ水域に，計１０艇がい

た．Ａさんの２×（救命具搭載）も，待機・練習水域に到着して

いた．第３レース（男子１×）は少し遅れ１４：５４頃スタートした．

この頃，北西風が急に強まった．津軽海峡には白波が立ち，

艇は大きな水飛沫を上げ，強い横風でレーン外に押し出され

そうになった艇もあった．審判長は，「各クルー，４レーン側に

寄れ．レーンを外れて良いから風上へ，岸の方へ．」と拡声器

と白旗で指示した．各艇は指示に従い波の少ないほうに移動

した．第３レースの通過を待って，先述の女子１×（２艇）は，ス

テイクボートに向かったり，岸に戻ったりできた． 

 

５ 事故の発生 

Ａさんの乗る２×の「転覆」は目撃されなかった．岸に戻ってき

た先の女子１×が「あっ，沈した」と気づいた．Ｒ先生が救助艇

Ｏ先生の携帯にかけたが出なかった．Ｒ先生は，２×が水面を

「回転しながら」東茨戸側へ飛ばされていくのを見た． 

Ｊ先生は，スタート地点で「沈！」の声を聴き，自転車で救助艇

に向かったが，その際，沖で転覆艇の転がるのを目撃した． 

気象台（札幌市）では当時，平均風速３．１～７．６m/s・北北西

～西北西の風を観測，石狩地域気象観測所（石狩市生振）で

は，１５時に平均９ｍ/ｓの西北西の風を観測した．（注：ガスト

ファクターを３とすれば，２０ｍ/ｓ以上の突風が吹いた可能性

があり，目撃証言から，ダウンバーストの可能性がある．）  

津軽海峡奥の浅瀬で，遭難艇のバウ選手が立って救助を求め，

到着した審判艇が引き上げた．中島の岸に吹き寄せられてい

た女子１×も救助．その後，何分かＡさんの捜索が続けられた

が発見できず，１５：１２に大会本部から警察に通報，すぐにレ

ースは中止された． 

消防と警察が１５：２８頃から潜水捜索したが発見できず，１９

時に捜索は中断，翌朝５：３０に捜索再開，ボート関係者も参加

（晴れ，無風）．１２：０５頃，津軽海峡中島寄り水深２．５ｍの水

底で，ダイバーがＡさんを発見，溺死と確認された． 

 

事故後，遺族から訴訟，札幌高裁は，０５年末に引率教師２名

の過失を認め，道に約３５００万円の支払いを命じた． 
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津軽海峡


